








要約:川崎病既往児の遠隔期予後に不整脈が関与するかを、本症の心合併症として最も重症

と考えられる冠動脈閉塞性病変を対象として検討した。協力諸施設から213 例の検討対象

となる冠動脈閉塞性病変児の管理が報告された。見出し語に上げた病的不整脈児が 19 例

(9%)、PVC2 連発を除いたより病的と考えられる不整脈児が 11 例(5%)認められ、有意に病

的不整脈が多いといえた。少なくとも重症心後遺症のある川崎病既往児の遠隔期には不整

脈に留意した経過観察が必要であると結論された。 


